
 

人権 の人権

    に た に 

 学  

  中学生 

  

  における で存在する様々な人権 について知り、「 者」と われる人々の立場

になって や解 方法を考えることをとおして、人権感覚や意識を め、 にもお互いの人権を

尊重しようとする態度を育てる。 

 の 

ワークシート 

資料 

  

  発生 は、 したすべての人に生活の が生じ、基本的人権が保 されない状況が生じます。

は、様々な方が生活を る場であり、通 の生活の中では感じたことのない 感や ト を

感じることになります。 自由な生活が いられがちな において、すべての人がい に自分らし

い生活を ることができる ということは に大切なことです。 

  に 者や がい者、 人やけが人、 性、 ども、 につながりのある人など、「 者」

と われる な や支 が必要な人にとって、人間らしい生活や自分らしい生活を れるように求

めることは、 して やわがままではありません。 

ワークをとおして、 に発生した自然 における 生活の を知り、 らの備えの

必要性や における一人ひとりの人権尊重について考えさせていきます。 にとっても人権が尊重

される づくりに向けて、人権感覚や意識を め、 にもお互いの人権を尊重しようとする態

度を育てます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（2分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 に を持っていきます 」 

による により、自 ら

に することになった。その

際に持っていくものを つ考えて、

ワークシートに く。 

考えたことについて、 人 度の

ー 内で発 し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・す には自 に れない状況で

に向 うことを 定して

考えさせる。 

・ ん 理由についても発 する

よう促す。 

・ワークシート 

 

・ 生活の さについて考え、 らの備えの大切さについて気づく。
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展開 

0分 

ク （ 0分） 

ク  

「 での り ととその解 方法

について考える」

に きた での り と

に する解 方法を考え、ワークシ

ートに く。 

き き じ ー で発 し合

い、 り との解 方法について、

意 を行う。 

を く。 

ク  

「 もが しやすい にするた

めに」

目を参考にして、各 ー で

様々な立場 のうち つについ

て り とを考えて し合う。 

てきた り とを解 する方法に

ついて考えて し合う。 

ー で し合った内容をク

内で発 し合う。 

感 等をワークシートに く。 

・ いす利 者の り とについ

て して考えさせる。 

・記 された 目 にも り

とがない い ける。 

・資料 本大 のある

者の体 「 の の向

上」について を む。 

・立場が らないように、

を り分けるとよい。 

・その人にとってのあたりまえの

生活が れないことを考えさせ

る。 

・「 の向上」の も まえて

考えさせる。 

・ ー 2 ３分で発 させ

る。 

・他の ー の発 を いて

ら くよう指示する。 

・資料

まとめ 

３分 

まとめ（３分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして生徒 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（平成2 年 月） 

営   内 （ ）（平成2 年４月） 

・ の における で、様々な があったことを知る。

・ においても、人がどれ け人間らしい生活や自分らしい生活を ることができる

という「 の向上」が求められていることに気づく。

・ 自由な生活を いられがちな において、全ての人々がい に自分らしい生活を

ることができる ということはとても大切なことであることに気づく。

・ ら、それぞれの立場を できるよう人権感覚を き、 にもお互いの人

権を尊重しようとする態度を につける。
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ワークシート

（  ）年（  ）組（  ） ・                

 「 に を持っていきます 」 

 もし、大 の発生により、自 ら することになり、す には

自 に れないとしたら、 には を持っていきます 持って

いくものを考えて、一つ きまし う。 

 他の人が たものを きまし う。 

 下に いてあることは、実際にあった いす利 者の 生活でのでき とです。 いす

利 者が に せるための解 方法を考え、ワークシートに記 しまし う。 

     

もが しやすい にするために 

・ いす利 者が できるト や になる場 がない。 

・大 の 者が て、自分の ー を作り、 く ー はあっても いすが通

る ー がないので、 動することができない。 
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３ 生活が くなるにつれ、様々な が こります。様々な立場になって、次に た

の 目を意識して、 り とを し、 らの備えを めて解 方法を考えてい

きまし う。ま は各 ー で ら つ び、その立場になって考えて、 、 につ

いてワークシートに記 しまし う。

   

  

  

        

の中で（     ）の立場になって考えます。

り と 

解 方法 

他の ー の発 を いた の感 等を きまし う。 

様々な立場  

性   ども  ・ ー ・その他 性 のある方 

者  人  や 児 

目 生活環境       全 心（ シーや など） 

資の 足と 理   心や体の （ 、 欲 、 気など） 
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資料 

「 の の向上」について

営 （平成2 年４月）内 （ ）の には、「はじめに

者の を維持するために［ の の向上］をめざす」と明記されています。

また、「 となる の理解 「 の向上」の考え方 」では、次のように示されていま

す。

「 は、あくまでも で む を った 者等が一 的に生活を る場 です。

や支 を ての生活であること ら［ の向上］という を うと［ ではない ］

というような の指 を受けることもあります。し し、ここでいう［ の向上］とは

［人がどれ け人間らしい生活や自分らしい生活を ることができている ］という［ ］

を うものであり、 人の や を基に される［生活水 ］とは全く なる考え方

であるため、［ ］という は たりません。

（中 ）

本大 は、 ら くの支 者が れました。 が の応 ・ の さに

する があった一方で、 の生活環境については、 際的な 支 基 を下 る

という指 があったことは重く受け止めなければなりません。 神・ 大 、

の確保については、一定の進展が られたと 価できますが、次の目標は、その［ の向

上］です。」

本大 のある 者の体

さんは重度の がいがあり いすで生活をしています。 さんは 本大 の

者の一人で、 での体 を次のように してくれました。

 「 設のト に行きたいと っても、段 があり、 つ すりがな ったので行くこ

とができな った。」

 また、他の では、「 方なく ー ト を持ち ん ら、 い 内な

ので をしたらどうするの と われ、 されな った。 の知り合いは、水分と

べ を えたため 気になってしまった。せめて他の人に される 度のことは、

たち がい者でもできる環境を作りたい。そう い すると みんな っているの

ら しなさい。みんなが しているときに いたくを うな と われた。 の

生活に 必要なものや シーの保護をお願いしているのであって して えた

りわがままを っているのではない。 じ環境下にいても、 がいのある人とない人では

えられる自由や 心の度合いが う。このそもそもの ート の いを して

おいて、 をもって平等というの 、よく考えて しい。」

「人権学習資料 3 と人権 に い社会をつくるために 」（一部 しています）

社 法人 取 人権文化 ー（平成2 年 2月）
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の向上の目標は、「 基 」

営 では、 クト（参考）の部分で、次のように示さ

れています。

者にとって「正しい」支 とは 者が 定した状況で、尊厳をもって生存し、

するために、あるべき人 応・実現すべき状況とはどのようなもの 。この 際的な

クトでは「人 の 組みに基づき、生 を るための主要な分 における

たされるべき基 」を「 ・ ク」にまとめています。 の が の「

の の向上」を考えるとき、参考にすべき 際基 となります。

https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf 
 についても、人間らしい生活や自分らしい生活を るという人権尊重の ら考

えていくことが必要です。

応における 共 参画

応力を 化する 性の 共 参画の らの ・

（令和 年 月 内 共 参画 ）の 「はじめに」では、次の記 があります。 

は、 、 、 水 等の自然現 （自然要 ）とそれを受け止める の社会の在

り方（社会要 ）により、その の大きさが まってくると考えられています。性 、年

や の など様々な社会的状況によって は なり、社会要 による の

を にすることが重要です。 

本大 をはじめとするこれまでの においては、様々な意 定 への 性の

参画が十分に確保され 、 性と 性の ー の いなどが されないといった が生

じました。 

こうした ら、 の「 基本計画」「 共 参画基本計画」「 営

」等において、 下の が定められています。 

・ の 力向上を るため、 方 会 の 員への など、 に関する ・方

針 定 と の現場における 性の参画を 大する。 

・ （ ）は、自主 組織の育成、 化や、 ー ーの育成等を るもの

とし、その際、 性の参画の促進に めるものとする。 

・ は、指定 の 営における 性の参画を推進するとともに、 の ー の

い等 方の 等に するものとする。 に、 性 の し場、 、

の設 や生理 ・ 性 下 の 性による 、 備や ーの 等によ

る指定 における 営 理に めるものとする。 

・ （ ）は、応 設 の 切な 営 理を行うものとし、その際、 性の

参画を推進し、 性の意 を できるよう するものとする。 

・ の ・ に たっては、あらゆる場・組織に 性の参画を促進するものとする。 

このような取組を進めることは、 どもや 者、 の方、 がいのある方、 の

方など、 様な方々への にもつながります。 

89


